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自
公
連
立
政
権
が
発
足
し
て
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
政
権
の
最

重
要
課
題
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
万
全
な
防
災
・
減

災
対
策
で
あ
り
、
景
気
・
経
済
対
策
で
す
。

　
大
震
災
か
ら
こ
の
三
月
で
３
年
に
な
り
ま
す
。
自
民
・
公
明

両
党
で
は
政
府
に
対
し
復
興
の
加
速
化
の
た
め
の
提
言
を
重

ね
、
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
私
も
復
興
対
策
の

党
の
責
任
者
と
し
て
全
力
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

防
災
・
減
災
対
策
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
特
措
法
を
公

約
ど
お
り
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
長
き
に
わ
た
る
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、
景
気
・
経

済
対
策
に
取
り
組
み
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
明
る
さ
は
見

え
て
き
ま
し
た
が
、
地
方
で
は
そ
の
実
感
が
乏
し
い
と
言
わ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、農
林
水
産
業
の
振
興
、過
疎
対
策
等
、

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
全
力

で
動
き
、
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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昭和２６年　高知県高知市生まれ
　　　　　 高知市立旭小学校、西部中学校卒業
昭和４５年　高知県立高知追手前高等学校卒業
昭和５３年　創価大学大学院修士課程修了
昭和５４年　東京都職員となり福祉の現場で働く
平成  ２年　衆議院議員　初当選
平成５年、１５年、１７年、２１年、２4年
衆議院議員当選　現在 6期
＜国会・政府役職＞　
経済産業委員長　大蔵政務次官
厚生労働副大臣
農林水産副大臣を歴任
＜所属委員会＞
予算委員会理事　　　
農林水産委員会理事　
災害対策特別委員会理事
東日本大震災復興特別委員会
＜公明党役職＞　　　
中央幹事　四国方面議長
組織委員長
政務調査会副会長　農林水産部会長
東日本大震災復興加速化本部事務局長

http://www.ishida21.gr.jp
石田祝稔 facebook
http://www.facebook.com/noritoshi.ishida.5

新春街頭演説 「読書週間」街頭演説

地域経済の活性化を訴える 昨年の参院選で山本博司候補の応援に奔走

四国各地で

街頭演説

　
公
明
党
香
川
県
本
部
は
、初
の「
政
策

要
望
懇
談
会
」を
開
き
、県
内
10
団
体
か

ら
要
望
を
受
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　

    

（
9
月
24
日
／
高
松
市
）

　
公
明
党
高
知
県
本
部
は
、初
の「
団
体

の
皆
様
か
ら
意
見
を
聴
く
会
」を
開
き
、

県
内
5
団
体
か
ら
要
望
を
受
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　

    

（
10
月
11
日
／
高
知
市
）

香
川
県・高
知
県
で
初
の
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

11.9
高知市

1.2
徳島市

7.9
丸亀市

4.29
松山市

耐
震
化
や
液
状
化
対
策
が
施
さ
れ
た
高
知
海
岸
堤
防
を
視
察
す
る
太
田
昭
宏
国
土
交
通
相

と
石
田
祝
稔
衆
院
議
員（
11
月
24
日
／
高
知
市
）

新
年
ご
挨
拶

　
新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。

皆
様
に
は
清
々
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
日

頃
よ
り
ご
指
導
を
賜
り
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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農林水産を守る！農林水産を守る！

公明党農林水産部会は、農作物がイノシシなどの
鳥獣被害に遭ったパイン畑を視察し、農家と対策の
在り方をめぐって意見交換を行った。
石田部会長は、鳥獣被害対策について「今後、予
算を増やして効果のある対策を講じたい」と語った。
　　　　　　       　　　　 （9月27日／沖縄・石垣市）

山口那津男代表と石田祝稔衆院議員は、製材工
場「高知おおとよ製材株式会社」を訪れ、林業の現
状や課題について現場関係者の要望を聞いた。同
社は、パネル状の集成材の一種で木材の需要喚
起が期待されるCLT（クロス・ラミネイテッド・ティンバー）
を開発している。　　 　　　 （7月8日／高知・大豊町）

公明党農林水産部会は、農林水産省が進める
「人・農地プラン」を作成し、地域農業の活性化を
図っている農地を視察し、関係者から話を聞いた。
視察を終えた石田部会長は、中心経営体などへの
農地集積に関して「農地を貸し出す地権者に加
え、農地の担い手農家に対する支援を充実させて
いきたい」と語った。　 （8月23日／島根・出雲市斐川町）

公明党東日本大震災復興加速化本部は、復興庁に
根本匠復興相を訪ね、子ども・被災者支援法の基本
方針策定に関する申し入れを行った。子ども・被災者
支援法は、東京電力福島第１原発事故の被災者を
総合的に支援するのが目的。       （9月26日／復興庁）

公明党復興加速化本部は、東松島市で住民と意見交
換。住民からは宅地の「かさ上げの基準緩和や補助」
「津波避難ビルの整備」などを求める声が相次いだ。
石田事務局長は、「皆さんの意見を集約し、できるところか
ら取り組んでみたい」と答えた。   （9月15日／宮城・東松島市）

自民、公明の与党両党は、南海トラフ地震対策特
別措置法案（議員立法）を衆院に提出した。同法
案は、南海トラフ巨大地震に備えるため、避難施設
の整備や公共施設の高台移転などへの財政支援
を明記した。　　　　　　　　       （6月6日／国会内）

公明党原油高騰問題対策本部は、首相官邸で菅義
偉官房長官に対し、原油高騰への緊急対策を求め
る申し入れを行った。 　　　　     （8月28日／首相官邸）

公明党の石田祝稔農林水産部会長は、環太平洋
連携協定（TPP）の交渉加速化を受けて開かれた
「TPPから『食と暮らし・いのち』を守り『国会決議の
実現』を求める全国代表者集会」（全国農業協同
組合中央会など主催）に出席。
あいさつに立った石田部会長は、「国益を大事にして、こ
の重大な決議を全力で守る」と訴えた。 （10月2日／都内）

公明党農林水産部会は、干ばつや台風で収穫量
減少が懸念されるサトウキビ農家の実情を調査。農
家から育成不良など干ばつの被害がでている実情
を聞いた。視察後、石田部会長は「支援策の拡充
に取り組む」と語った。      （9月28日／沖縄・八重瀬町）

公明党復興加速化本部は、国の暫定基準値（1キ
ログラム当たり500ベクレル）を超える放射性セシウ
ムが検出され出荷停止となっている露地物の原木
シイタケの栽培現場を視察し、要望を受けた。
石田事務局長は、「公明党のネットワーク力を生か
し、関係省庁に働き掛けていく」と答えた。
　　　　　　　　　　　      （3月10日／宮城・蔵王町）

公明党は、東日本大震災の被災地に対する義援金
3000万円（第6次）を日本赤十字社に寄託した。義
援金は、これまでの第1次から今回の第6次を合わ
せ、約4万6000件、8億8000万円を超えている。
席上、山口代表は「優先課題は震災復興の加速と
経済対策の二つだ」とし、復興へ一段と力を注いで
いく決意を述べた。　　 　　　　       （1月7日／都内）

公明党の山口那津男代表は、南海トラフ地震によ
る超広域災害への備えを強力に進める９県知事会
議の尾﨑正直・高知県知事らから、対策の充実強
化に関する提言を受け、懇談した。山口代表は、提
言を踏まえた地震対策の具体策について「今後も
一層、ともに努力していく」と応じた。
　　　　　　　　       （11月26日／衆院第２議員会館）

石田祝稔衆院議員は、高知県内の小規模多機能
型居宅介護事業者の集いに出席し、少子高齢社
会における社会保障制度について講演した。
石田衆院議員は、「介護に従事する現場の要望な
どに全力で応えていく」と力説した。
　　　　　　　　　　　　　　　   （5月18日／高知市）

衆院本会議で2013年度予算案の賛成討論に立った
公明党の石田祝稔衆院議員は、防災・減災対策や
経済成長につながる施策に重点化した本案につい
て「国民の不安を安心に変えるための国の姿勢、責
任、対策を具体化したもの」と評価。民主党政権下で
3年間続いた新規国債発行額が税収を上回る異常
事態を克服したことを「今後の財政健全化への重要
な一歩となる」と述べた。     （4月16日／衆院本会議場）

復興、生活再建を加速！復興、生活再建を加速！

安全、安心な
地域を目指して


